
整理№ 1

委員・
専門委員名

該当施策

質問内容

事務局回答

担当課

整理№ 2

委員・
専門委員名

該当施策

質問内容

事務局回答

担当課

黒木専門委員

施策７（現プラン施策２、７）　「幼児期の学校教育・保育の提供（案）」
具体的な取組：「子育て支援総合コーディネーター」、
　　　　　　　　　　「子育て支援コンシェルジュ」

　「子育て支援総合コーディネーター」と「北九州市子育て支援コンシェルジュ」に
ついて、どのように役割が違うのか説明していただきたい。

当日会議にて回答させていただきます。

※事前配布資料２の４頁「子育て支援コーディネーター」の記載は、「子育て支援
総合コーディネーター」の誤記載です。

子ども家庭局　保育課

施策８（現プラン施策３）　放課後児童クラブ
目標（成果指標）　○放課後児童クラブ児童数が７１名以上の大規模クラブ数

錦戸委員

　１１月１１日 厚生労働省の専門委員会が、2015年4月に始まる新制度の基準を
まとめた中に、クラスの定員40人以内が基本となり、原則指導員は2名配置と新
聞にあった。
　現在北九州市は、70名以上で分割となっていますが、今後この基準を受けて、
北九州市も40名で分割となるのでしょうか？
（自治体によっては、ばらつきが大きい様子）

当日会議にて回答させていただきます。

子ども家庭局 子育て支援課
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整理№ 3

委員・
専門委員名

該当施策

質問内容

事務局回答

担当課

整理№ 4

委員・
専門委員名

該当施策

質問内容

事務局回答

担当課

整理№ 5

委員・
専門委員名

該当施策

質問内容

事務局回答

担当課

施策８（現プラン施策３）　放課後児童クラブ
具体的な取組：放課後児童クラブ運営費（利用内容の充実）

子ども家庭局 子育て支援課

　利用者ニーズに対応するため開設時間のさらなる延長とありますが、開設時間
を放課後から何時までとお考えでしょうか？
（長期休暇や土曜日についても）

当日会議にて回答させていただきます。

子ども家庭局 子育て支援課

錦戸委員

錦戸委員

施策８（現プラン施策３）　放課後児童クラブ
具体的な取組：放課後児童健全育成事業（運営体制の充実）

「・指導員に有資格者となるための研修を受講させ、資格取得を促進する。」につ
いて

○指導員の資格取得について
　現在ＮＰＯ法人学童保育協会が、「学童保育指導員資格」講習会を行っている。
年間全10時間の勉強で資格を認定している。次年度は、北九州市立大学で行わ
れるため、受講者が増えると思う。北九州市は、どのような研修内容で資格認定
をするか詳細に教えていただきたい。

当日会議にて回答させていただきます。

平田専門委員

施策８（現プラン施策３）　放課後児童クラブ
具体的な取組：放課後児童健全育成事業（運営体制の充実）

「・指導員に有資格者となるための研修を受講させ、資格取得を促進する。」につ
いて
指導員の専門性をどのように考えていますか。現在北九州市は非常勤の嘱託職
員ですが、東京都などは公立公営・正規職員の待遇です。

当日会議にて回答させていただきます。

子ども家庭局 子育て支援課
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整理№ 6

委員・
専門委員名

該当施策

質問内容

事務局回答

担当課

整理№ 7

委員・
専門委員名

該当施策

質問内容

事務局回答

担当課

整理№ 8

委員・
専門委員名

該当施策

質問内容

事務局回答

担当課

施策８（現プラン施策３）　放課後児童クラブ
具体的な取組：放課後児童ヘルパーの活用

地域の人材「放課後児童ヘルパー」の活用について
どのような形で放課後児童ヘルパーを募集するのか？
１つのクラブに何名の予定であるのか？

当日会議にて回答させていただきます。

子ども家庭局 子育て支援課

錦戸委員

当日会議にて回答させていただきます。

子ども家庭局 子育て支援課

平田専門委員

施策８（現プラン施策３）　放課後児童クラブ
具体的な取組：夏の教室（地域版）の実施

平田専門委員

この事業はどのようなイメージで行うのか。
現在は夏休みはプール、キャンプなど日常では体験できない行事をたくさん取り
組んでいる。この取り組みついては、誰が責任を持つのか。学童の指導員がする
のか。保護者が求めていることなのか。

当日会議にて回答させていただきます。

子ども家庭局 子育て支援課

施策８（現プラン施策３）　放課後児童クラブ
具体的な取組：放課後児童ヘルパーの活用

放課後児童ヘルパーとは、学校のスクールヘルパー、ブックヘルパーのようなも
のか。
その人は有償と考えるか、その場合の報償額は市が示し、支給は市が行うのか。
（現在放課後児童クラブ活動支援事業が行われている。絵画、コマ回しなど得意
分を持った方を指導員として登録し、学童が年６回利用できる。市が報償費を支
払っている。）
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